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●Stepに沿って進めることにより、

これまでに住民が在宅がん療養者の
生活支援を行う仕組みのない2つの地
域において支援の準備ができました。

●1つの地域では、Step１をスタート

してから約1年半後から実際に一般住

民ががんをもつ在宅療養者の支援を
行うことにつながりました。

●システムを運用する上で、地域の人

口規模や特性により調整すべき手順
がありました。

●地域住民の互助の力による在宅がん

療養者の生活支援が可能です。
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